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あらまし：：本取組では，学習効果の高いモバイルラーニング教材開発と，組織的な教材開発体制を整備する目

的で，学生の発想や能力を活かした教員と学生の協働体制によるモバイルラーニング教材開発の実践を行った．本取り組

みでは，携帯電話やスマートフォンなどのモバイル端末に発信する英語エッセイや，英語語彙・文法クイズなどのコンテ

ンツは，原稿の作成から発信までのすべての段階で学生が主体的に関わり，教員はアドバイザとしての役割を務めたが，

本取組みやコンテンツに対して，学習者から高い評価を得た．本稿においては，半年間にわたって行った「学習者による

学習者のためのモバイルラーニングコンテンツ開発の取組内容と評価について報告する． 
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1. はじめに 
近年，スマートフォンに代表されるモバイル端末

の開発技術が急速に進展し，様々な優れた機能が装

備されるとともに，通信ネットワークの高速化が進

んでいる. Wi-Fi の無線環境も，家庭，大学のキャン

パス，大学生のアパートにも設備され，携帯端末を

利用したモバイルラーニングの環境が整いつつある 
[1].しかしながら，PC 利用の e ラーニング環境と比

して，モバイルラーニング用のコンテンツは，学習

者のレベル，ニーズ，学習特性に合致するコンテン

ツが少ないのが現状である. 
このような背景から，本プロジェクトでは，英語

学習モバイルラーニング教材の組織的な開発体制の

整備とともに，学生の発想や能力を活かしたモバイ

ル教材開発手法を取りいれた教員と学生の協働[2]
による英語モバイルラーニングコンテンツの開発を

平成 23 年度 10 月から半年間試行した. 

  

2. 学生を主体とするモバイルラーニングコンテ

ンツ作成と配信の流れ 
10月には本プロジェクトの担当教員は，開発する

モバイルラーニングコンテンツの種類，対象学生，

レベル，使用ソフト，発信方法など入念に打ち合わ

せを行い、その後「モバイルラーニングコンテンツ

作成アシスタント募集要項」を学生に掲示し，全学

からコンテンツ作成アシスタント（以下「アシスタ

ント」と記す）の募集を始めた．各学部から大学院

生と留学生を含む10名の学生の応募があり，応募し

た学生を各自の希望に沿って，「エッセイグループ」，

「文法クイズグループ」，「語彙・ことわざ・名言集

グループ」、「開発技術グループ」のアシスタントに

配置し，各グループのコンテンツ作業内容を明確に

指示した. 
また，2 人の外国語教育センター教員に，アシス

タントが作成したコンテンツの編集を依頼し，打ち

合わせにより，日本人教員が文法クイズ，語彙知識

に関するコンテンツの編集を，ネイティブの教員が

エッセイの編集の担当を行うことを決め、コンテン

ツを編集する際の原則や作業手順などを確認した．  
12 月には，教員と学生コンテンツ作成アシスタ

ントの間で円滑なコミュニケーションが取れるよう

にインターネット上で Google グループを作成し，

プロジェクトに関わる教員と学生の PC および携帯

電話のメールアドレスを登録することで，プロジェ

クトに関する情報や連絡が随時各人に届くよう配慮

した．また，作成したコンテンツは、アシスタント

からメールで提出させていたのを，教員の編集作業

をより円滑に行う目的で「コンテンツ作成アシスタ

ント交流場」というプロジェクト専用の“Moodle”
コースを立ち上げ，Moodle 上で，コンテンツの提

出と教員の編集作業が簡単にできるようにした.（図

1，図 2） 
12 月には， 第 1 回目となるモバイルラーニング

用コンテンツを，以前実施した「島根大学外国語教

育センターユビキタス英語学習プログラム」に登録

した約 200 名の島根大学大学生のモバイル端末と

PC メールに向け発信した．その後，受信者からの

コメントや感想等のフィードバック，ランキング情

報を参考にしながら，翌年の 3 月まで計 30 回コン

テンツの発信を行った． 
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図 1．Moodle のフォーラム機能を利用し，アシスタ

ントが提出したコンテンツ一覧 
 

 
図 2．提出されたエッセイの編集用画面 

 
本取組みでは，教材作成の準備から配信まで，約

半年間教員 5 名とアシスタント 10 名、計 15 名の協

働体制によって実施した．本取組みでアシスタント

が作成した教材はエッセイが 43 本，文法クイズ・

語彙豆知識，英語のジョークなどが計 36 本，あわ

せて計 79 本に至った．これらのコンテンツは携帯

電話向けの教材発信ソフト“InterCussion”を利用

し，受信者に毎週 3 回程発信した．双方向性を実現

するために，受信者は感想を書けるなシステム構築

を行った． 開発したコンテンツは，登録された携

帯電話のメールアドレスだけではなく，メールアド

レスを登録していない学生にも閲覧できるよう，

Web サイトに掲載し，発信したコンテンツが携帯電

話上でも閲覧できるよう配慮した． (図 3) 

 
図 3: ウェブ版モバイルラーニングコンテンツ 

配信画面 
 

3. 学生による学生ためのモバイルラーニン

グコンテンツ開発の成果 
本プロジェクト終了時，ウェブアンケート調査を

実施し，56 人の受信者から回答を得た．その内 36
人（64.2%）の受信者が今回のプロジェクトが「効

果的であった」と評価し， 「今までのコラム形式と

は違い，斬新な感じで良かった」「同じ大学生が出題

すると親しみやすいのでいいと思う」，「大学生から

今後も積極的に出題や読み物を提供していただける

と嬉しい」といった肯定的な自由記述による感想が

多く，コンテンツに関して概ね高い評価を得ること

ができた．また，今回の学習者と教員の協働プロジ

ェクトにより，次のような成果を得ることができた． 
(1) 学生に主体的にコンテンツ作成作業に参画さ

せることで学生の興味や関心に沿ったモバイ

ルラーニング教材開発が実現できた． 
(2) コンテンツを作成した学生は，作成したコン

テンツが編集される過程を通じて，添削指導

と同様な指導を受けたこととなり，その結果

自身の作文力を高めることができた． 
(3) 「コンテンツ作成アシスタント交流場」で、

作成したコンテンツをアシスタントが互いに

確認することで，より良いコンテンツ作成に

向け切磋琢磨し，その結果学部，学年を超え

た学習コミュニティーが形成された． 
このように本取組みでは，学習者を巻きこんだコ

ンテンツ開発実践を行い，その結果、学生と教員の

協働によるコンテンツ開発が，質が高く，効果的な

コンテンツ開発の方法となることが示唆された． 
 

4. 参考文献 
(1) 神崎洋治: “わかる!スマートフォンのすべて” 日経

BP,  東京 pp 231-251 (2011) 
(2) 明治大学ユビキタス教育推進事務室：e-learning 授業

の制作 http://www.meiji.ac.jp/ubiq/contents3a/jugyo/index.html 

— 83 —

教育システム情報学会　 JSiSE2012     
第37回全国大会　2012/8/22〜8/24




